
科目 単位数 年次 3

１　担当者からのメッセージ

２　学習の到達目標

３　学習評価（評価規準と評価方法）

観
点

観
点
の
趣
旨

評
価
方
法

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめま
す。学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。

a.関心・意欲・
態度

b.話す・聞く能力 c.書く能力 d.読む能力 e.知識・理解

　国語で理解し
表現する力を進
んで高めるとと
もに、国語を尊
重してその向上
を図ろうとして
いる。

　目的や場に応じ
て効果的に話した
り的確に聞き取っ
たりして、自分の
考えを深め、発展
させている。

　必要な情報を
用い、相手や目
的、課題に応じ
た適切な表現に
よる文章を書
き、自分の考え
を深め、発展さ
せている。

　近代以降の文
章を的確に読み
取ったり、目的
に応じて幅広く
読んだりして、
自分の考えを深
め、発展させて
いる。

　言語文化及び
言葉の特徴や決
まりなどについ
ての理解を深
め、知識を身に
付けている。

・行動の観察
・記述の点検
（提出物、ワー
クシート等）

・行動の観察及び
確認
（発表、討論等）

・記述の確認及
び分析
（提出物、レ
ポート等）
・定期考査

・記述の確認及
び分析
（提出物、ワー
クシート等）
・定期考査

・行動の観察
・記述の確認
（提出物、ワー
クシート等）
・定期考査
・小テスト

・様々な文章を読み、著者や登場人物のものの見方、考え方を的確に理解することができる。
・様々な文章を読み、論理的な思考力や豊かな想像力、批評力を高め、適切に表現すること
　ができる。
・進んで読書をすることで、言語感覚を磨き、表現力や創造力を高める態度を育んでいる。
・演習を通して、読解力・思考力・表現力を主体的に習得する。
・国語の向上を図る態度を育む。

学校番号 3022

令和3年度　国語科

教科 国語科 　現代文Ｂ（文系） 3

使用教科書 「精選現代文Ｂ　改訂版」（筑摩書房）

副教材等
「国公立二次過去問選現代文編」（数研出版）、
「新総合図説国語」（東京書籍）
「センター試験国語過去問題　現代文　平成24～令和２年＋プレテスト」（尚文出版）

・文章を読んで様々な世界や思考にふれ、自らの知見や思考力を深めていきましょう。
・自らの意見、思考を適切に表現する力を培いましょう。
・その基礎となる語彙や文学的背景についての基礎的知識を身につけましょう。
・文章に触れる楽しみを知り、自ら読書に親しむ意欲を豊かに育みましょう。


